
さいたま地方裁判所では，令和元年11月14日に，
県民の日子ども企画「刑事裁判リアル体験」

を実施しました。
当日は，20名の参加者が，裁判官，検察官，弁護人役に分かれて，

「法廷での模擬裁判」を体験したり，有罪か無罪かを各役で話し
合ったりしました。
また，熱心に質問される方が多くいらっしゃった「質問コー

ナー」や，裁判官と一緒に記念写真を撮影することができる「法服
着用体験」を行い，刑事裁判リアル体験は盛況のうちに終了しまし
た。

【参加者】
●裁判官という仕事に興味がわきました。今日のこと絶対忘れません。
●（法廷内の）机やイスに触れる機会はなかなかないので嬉しかった。

【保護者】
●刑事裁判の雰囲気が感じられ，リアリティが感じられました。
●子どもはとても楽しく参加できた。親も傍聴していて勉強になった。

参加者同士は初対面にもかかわらず，有罪か無罪かの話し合いが活発
に行われていたのが印象的でした。今後も，いろいろな体験をしてい
ただける企画等を実施してまいります。御期待ください。


